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 当社は、神戸大学と共同で、防災行政無線の放送内容をより確実に伝達する新技術「Sound Improvement 

Algorithm For Outdoor Loudspeaker Stations」（以下、SIAFOLS・サイアフォルス）を開発しました。 

 当社はサステナブル経営の重点テーマの一つである「社会への貢献」の実現に向け、安心して住み続けられる

まちづくりなどに取り組んでいます。その一環として、防災行政無線を提供する当社と、音声情報伝達の研究を

行う神戸大学との共同研究による「強調アルゴリズム」を応用し、季節や天候状態に合わせ放送音を自動で聞き

取りやすく変換する技術※1SIAFOLS を開発し、各自治体に提供します。 

 今後は当社防災行政無線へ SIAFOLS の搭載を進め、災害時における地域住民の安全確保にさらに貢献してい

きます。 
 

【新技術の特長】 

 豪雨などの環境下で認識しやすい放送を行うため、季節や天候などの変化に合わせ自動で強調アルゴリズムを

適用します。これにより、SIAFOLS の効果を検証した実証実験では、従来の放送音に比べ単語了解度※2 が 55%

から 80%へと大幅に向上しました※3。 

 さらに、自治体庁舎から一律の音質で行われていた従来の放送と異なり、屋外子局やスピーカーごとに音声を

制御するため、車の通行など特定の屋外子局周辺で発生している騒音に対しても対応が可能です。 
 

【共同研究の背景】 

 全国の自治体に整備されている防災行政無線は、災害時に避難情報を放送するなど、地域住民の安全を守る重

要な役割を果たしています。 

 近年、スピーカーの性能向上により明瞭な音声情報伝達が可能となる一方、雨風やその他騒音の影響によって

は「音声は聞こえるが、何を言っているのか分からない（放送内容が認識できない）」という課題がありました。

これは、季節や天候、周囲の環境により音声の伝搬特性が変化することが原因です。 

 当社は、このような音声の伝搬特性の変化を測定し、様々な環境下で放送内容を認識しやすくする強調アルゴ

リズムについて、神戸大学と共同で研究を行い、新技術 SIAFOLS を開発しました。 
 
※1 特許出願中。季節や天候状態に合わせ放送音を自動で聞き取りやすく変換する技術。 

※2 単語がどれだけ正確に聴取者に伝わるかを表す値。聴取者が完全に理解できた単語数と、放送した単語数との比をパーセントで表したもの。 

※3 本実証実験は日本音響学会による「災害等非常時屋外拡声システム性能確保のための ASJ 技術規準」に基づき、実施しました。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
※4 基準となる音の約 2 倍の大きさに感じ、聞きづらかった音が聞きとれるようになります。 
 

 

 

豪雨や騒音下でも聞き取りやすい防災無線放送の新技術を開発 

神戸大学との共同研究により災害時の安全確保に貢献 
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お問い合わせ先 

従来の 

放送 

SIAFOLS 

を適用した

場合 

 SIAFOLS は、一般的に聞き取りにくい音（k、s、ts など）に強調アルゴリズムを適用することで、聞き取りやすい音
に変換します。実証実験では、スピーカーから「直ちに近くの避難所へ避難してください」という音声を放送し、SIAFOLS
を ON にした場合は聞き取りづらい部分が最大で 10dB 程度強調されました※4。上の図では、青色の波形が従来に比べ大
きいほど、聞き取りづらい音が強調されていることを表しています。 

SIAFOLS により音声を強調したイメージ図 
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【ご参考】 

神戸大学と共同で実施した実証実験の内容 

 環境条件や距離による音声情報伝達の違いを測るため、夏季（2021 年 8 月）と冬季（2022 年 1 月）の 2 回、

30 ヘクタールの障害物のない屋外フィールドにおいて実証実験を行いました。 

 スピーカーから複数の音声を放送し、音源（スピーカー）から、580m 地点における放送内容の伝わり方を、

SIAFOLS を ON にした場合と OFF にした場合とで比較しました。 

 さらに、実証実験の測定データを元に、雨天など様々な条件下での音声情報伝達のシミュレーションを実施し、強

調アルゴリズムの効果を検証しました。 

 実証実験の結果、SIAFOLS を適用した場合には単語了解度が 55%から 80%に向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単語了解度試験の模式図 放送地点から 580m 地点の試験の様子 


